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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川中裁判を支える会事務局

　12月23日の石川中裁判を支える会の拡大事務局会議では、緊急に下記の二つのことをする必要があるということが話し合われました。そこで、年末年始のお忙しい時期ではありますが、ぜひ、皆様のご協力ご支援をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします


　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


別紙の署名趣意書をお読みいただき署名用紙にお名前をお願いいたします。


各教育委員会と都教委に、「○○さんの異動作業を中止せよ。来年度も現在の勤務校に留めよ」という趣旨の要請とあなたの思いを届けて下さい。

来年度の小・中学校教員の人事異動作業が始まりました。都教委は、昨年、教員人事異動要綱を「校長の学校経営方針により、１年での異動も可」とするに改悪し、「職員会議で校長に反対の意見を言う」「日の丸・君が代に反対する」「自己申告書を出さない」「名札をつけない」などの理由で、今年度、都教委の暴走と闘う教員を異動させました。さらに来年度、１年での異動を通告されている教員がいます。根津公子さんと石川中裁判を支える会の会員の岸田静枝さんです。根津さんは「日の丸・君が代」や教育実践で94年から４回の被処分、岸田さんは今春の「君が代」で戒告処分、さらに８月の「再発防止研修」を拒否したからとして減給処分と２度の被処分です。２人とも異動を希望していません。やっと慣れ始めた学校で、継続して子どもたちとかかわっていきたいと望んでいます。現在、校長にも区市教委にもそのことを伝え、所属する組合が区市教委に行動を起こしていますが、皆さまのご支援もお願いいたします。


◆根津公子さん（立川市立立川二中）
　　立川市教育委員会　190-0022立川市錦町３－２－２６
　　電話：０４２－５２３－２１１１　FＡＸ：０４２－５２８－１２０４
　◆岸田静枝さん（板橋区立三園小）
　　　板橋区教育委員会　173-8501板橋区板橋２－６６－１
　　電話：０３－３５７９－２６４１　ＦＡＸ：０３－３５７９－２６４９
◆◆◆２人ともに
　　東京都教育委員会　163-8001　東京都新宿区西新宿二丁目8番1号
電話　０３―5320―6733　FAX　０３―５３８８―１７２６　
　　　　　　　　　Mail 　S9000004@section.metro.tokyo.jp　

石川中裁判を支える会の会員であり、小学校音楽専科の教員である岸田静枝さんが、本年4月、転勤したばかりの板橋区立三園小学校の入学式で、「日の丸・君が代」強制に反対し戒告処分を受けました。こともあろうに板橋区教委の内藤指導主事が舞台の袖で岸田さんを監視した事実やその後の経過などは、ほうせんか24号でお知らせいたしました。その後、岸田さんは、岸田さん自身の質問には一切答えてもらえないまま（岸田さんの権利を守る弁護士に対しても問答無用のまま）、都教委・区教委から、処分と圧力を受け続け、11月9日には、夏の「再発防止研修」を受けなかったことへの処分(減給10分の1、 1ヶ月)を受けました。その２回目の処分に対する「再発防止研修」も、12月8日と21日の２回に渡って強行されました。その上、１年での異動が通告されています。以下、岸田さんに対する人権侵害の事実を、岸田さんの手記をもとにまとめてみました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　編集部）

岸田さんに対する都教委の不当攻撃（2004年）
・4月　　　入学式「日の丸・君が代」強制に不服従で戒告処分

　　　　　　　（岸田さんは処分撤回を求めて都人事委員会に審査請求を出す）

・７月　　　都教委は被処分教員に対し「服務事故再発防止研修」命令を出す　　

　　　　　　　　　（岸田さんは「私の行為のどこが事故なのか」「再発防止研修の意義と目的」について手紙で３回、都教委に問い合わせたが返事なし）

・8月9日「再発防止研修」の会場まで出席票を持って行った。が、返事がなかったので　　　　　　　参加できずそのまま歩道で支援者と待機。

・11月9日 「理由なく再発防止研修を欠席した」という理由で減給処分

・12月8日、21日  　11/9の処分に対応する「再発防止研修」。２度。岸田さんは不本意ながら出席せざるを得ず。支援者は門前で待機。

以下は研修に出ざるを得なかった岸田さんの［つぶやき］　(要約)

 　　　　　　……不本意ながら私は出席した。出席という選択しか取れなかった自分の不甲斐なさ、また２回の研修内容の苦痛。思い出したくもないのだが、世間ではもう話題にもならない「再発防止研修」は、私に対する二重の制裁であるということは伝えたい。あきらめて“冬眠”するのは先に延ばそう。

12月8日：初めに、菊井道子統括指導主事が「この研修は、地方公務員法29条による懲戒処分を受けた教員に対し、再発防止に向け、教育公務員としての自覚を促し自己啓発に努め、モラルの向上を目指すことを目的として実施するものである」と目的を述べた（菊井主事の話は12/21も同様）。そんなことだったら、夏に３回も手紙で聞いた時どうして言ってくれなかったの？　山本課長の話は、見事なくらいぴったり１時間半で終った。私が「全体の奉仕者の全体とは？」「公の利益とは？」という内容を質問すると、「全体とは、国民、住民である」「公の利益は一人の利益ではない」と返答。では「少数は全体ではないのか？」と質問しても、同じ文言を返答するばかり。松井企画課長が「時間だから」と遮って山本課長を退席させた。横に座っている記録係の丸山智子指導主事がなにやらしきりに書いている。「何を書いているのですか？」「今日の研修の記録です。それ以上は言えません」。例えば、私がノートをとる。丸山さんはなにやら書く。私が頬杖をつく。書いている。鉛筆を廻してみる。消しゴムを転がしてみる。ちゃんと書いていた。残り時間30分で報告書を書いた。私は「話は極めて一般的で言葉が抽象的であったが、概ね理解できた。私は教育公務員としての自覚を持ち責任を果たしているという確信をますます強くした。服務事故を起していないこともわかった。これからも憲法を遵守して、教育公務員として、社会人として民主主義社会を担っていきたいと思う」と書いた。

12月21日：前日、音楽室で教頭立会いのもと校長から「研修に行け」という職務命令を出された。まず、立中教授（目黒の研修センターの先生をそう呼ぶのだそうだ）の「指導」、松井課長の「専門研修」、その後１時間の報告書作成。立中教授の話は何だったのだろう？　未だにわからない。立中さんは最初に「コミュニケーションをとりたい」と言って私の経歴を聞いた。相手の情報も知らないところでコミュニケーションとは非常識な！「学校によって子どもは違いますか？」「子ども達からどのような先生と思われていますか？」いちいち反論すると「頭を悩ますことは止めましょう」と（？）核心に入ってきた。立中「どうして懲戒処分を受けたのですか？」私「そちらが懲戒処分にした」、立中「処分の理由は何だと思いますか？」私「認識できない」、立中「どうして認識できないのですか？」私「処分される理由がないから」、立中「職務命令に従わなかったことで現在どう思っていますか」私「どういう答えを期待しているのですか」、立中「……」横に居た松井課長に「私の持ち時間は後何分ですか」と聞いている。その後、「地方公務員法と校長先生のご命令に従って、お体に気をつけてご活躍ください」と言って終わり。私は、呆れてしまった。次の松井課長は、前回の復習の後、私が前もって郵送しておいた課題の書き直しを要求した。私は「各条文を調べることはできるけれど、起したこともない服務事故に関連付ける課題なので、再発防止策など考え付かない」と主張。松井課長と意見がかみ合わず保留。この日の報告書には「立中さんの話はその必然性が理解できなかった。松井さんの話は、職務命令について。勉強になった。しかし、未だこの研修の意義と目的が理解できない。11ページにも及ぶ資料を持ち帰ってはいけない研修とはなんだろうか。また、『職務命令に従わず服務事故を起した』」と決めつけられそれを前提とした研修は、身に覚えのないものにとっては人権侵害であり苦痛である」と書いた。休憩時間に、なぜ資料を持ち帰れないのかと聞くと、休憩時間だから答えられないと言いつつ、雑談には応じた。トイレにも付いてきて入り口で覗き込んで待っていた。始終見張られているという緊張感。内心に踏み込んだつもりはないと言いながら非を認めさせようとする主眼。こういうのを人権侵害というのだ。どうしてわからないのだろう。いや、実は、十分わかっているのかもしれない……。

　 根津公子さん裁判日程　詳しくは、ほうせんか25号をご覧下さい

2005/1/17(月)16:30~　調布中への見せしめ異動裁判　東京地裁722

2005/1/24(月)13:10~　多摩中策謀事件裁判　　　　　東京地裁710

2005/2/10(木)13:00~　石川中裁判控訴審　　　　　　東京高裁808

2005/2/21(月)16:00~　調布中への見せしめ異動裁判　東京地裁722
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